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▲受賞された高尾さん（左）と水岩田さん（右）

開
会
の
挨
拶
を
行
う
藤
原
実
行

委
員
会
会
長

▲

校
旗
の
授
与
を
受
け
る
各
校
の

代
表
者

▲ 　
映
画
「
砂
の
器
」
が
昨
年
、
松

竹
映
画
創
業
百
十
周
年
の
記
念
事

業
と
し
て
、
数
あ
る
名
作
の
中
か

ら
デ
ジ
タ
ル
リ
マ
ス
タ
ー
版
と
し

て
再
編
集
さ
れ
、
そ
の
記
念
上
映

会
が
二
月
二
十
五
日
、
カ
ル
チ
ャ

ー
プ
ラ
ザ
仁
多
に
お
い
て
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
松
本
清
張
原
作
「
砂
の
器
」
は
、

ハ
ン
セ
ン
病
に
対
す
る
偏
見
や
差

別
を
通
じ
て
人
間
の
尊
厳
や
愛
の

深
さ
を
描
い
た
不
朽
の
名
作
で
、

映
画
は
一
九
七
四
年
に
公
開
さ
れ
、

邦
画
史
に
残
る
名
作
と
し
て
多
く

の
人
々
に
深
い
感
銘
を
与
え
ま
し

た
。

　
昭
和
四
十
九
年
に
は

丹
波
哲
郎
、
緒
形
拳
、

平
成
十
六
年
に
は
渡
辺
謙
、

赤
井
英
和
な
ど
の
有
名

俳
優
が
来
町
し
現
地
ロ

ケ
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
現
在
で
は
、
ロ
ケ
地

は
観
光
ル
ー
ト
に
組
み

入
れ
ら
れ
、
連
日
多
く

の
観
光
客
が
訪
れ
て
い

ま
す
。

　
上
映
会
に
は
、
町
内

外
か
ら
約
三
百
八
十
人

が
集
ま
り
、
日
本
最
先

端
の
高
品
質
な
デ
ジ
タ

ル
画
像
で
鑑
賞
し
ま
し
た
。

　
映
画
の
中
で
奥
出
雲
地
方

の
ズ
ー
ズ
ー
弁
や
三
成
駅
、

亀
嵩
駅
、
町
並
み
な
ど
が
映

し
出
さ
れ
る
と
、
会
場
か
ら

は
当
時
を
懐
か
し
む
声
が
聞

こ
え
ま
し
た
。

　
ま
た
、
映
画
終
了
後
に
は

国
立
療
養
所
多
摩
全
生
園
の

佐
々
木
松
雄
さ
ん
か
ら
「
『
砂

の
器
』
初
上
映
時
代
と
今
」

と
題
し
た
講
演
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
佐
々
木
さ
ん
は
、
自
身
の
体
験

を
も
と
に
「
病
気
の
た
め
満
足
に

働
け
な
い
つ
ら
さ
は
あ
り
ま
し
た

が
、
支
え
て
く
れ
る
人
も
多
く
あ

り
ま
し
た
。
与
え
ら
れ
た
宿
命
を

力
一
杯
生
き
る
こ
と
が
大
事
」
と

自
分
の
力
で
一
生
懸
命
生
き
る
こ

と
の
大
切
さ
や
生
き
る
こ
と
の
喜

び
を
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
奧
出
雲
町
立
小
中
学
校
校
旗
授

与
式
が
三
月
九
日
行
わ
れ
、
真
新

し
い
学
校
旗
が
岩
田
町
長
か
ら
各

校
の
代
表
者
に
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
全
校
を
代
表
し
て
仁
多
中
学
校

の
横
路
校
長
か
ら
「
学
校
旗
は
学

校
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
り
、
子
供
た

ち
の
母
校
を
愛
す
る
心
、
ふ
る
さ

と
を
愛
す
る
心
を
形
成
し
て
く
れ

ま
す
。
今
回
各
校
に
頂
い
た
校
旗

は
、
末
永
く
大
切
に
使
わ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
」
と
お
礼
の
言
葉
が

あ
り
ま
し
た
。

　
今
後
、
卒
業
式
、
入
学
式
な
ど

学
校
の
諸
行
事
に
使
わ
れ
ま
す
。

　
今
回
授
与
さ
れ
た
十
三
本
の
新

校
旗
の
も
と
、
町
内
全
て
の
学
校

で
勉
強
に
ス
ポ
ー
ツ
に
励
み
立
派

な
校
風
を
築
い
て
く
れ
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

▲上映会後に行われた講演会の様子

▲佐白公園に整備された遊具 ▲除雪機

　今年度、布勢地区の佐白地内において、地元自治会の負担金と財団法人自治総合セ
ンターからのコミュニティ助成金を活用し、除雪機と佐白公園内の遊具を整備しまし
た。
　この助成金は、宝くじの収入を財源としており、地域コミュニティの健全な発展を図るための
ものです。
　今回の整備により、冬期間の積雪時における生活道路の確保や子供たちの健康増進が図れ、今
後、世代間の交流等を通じより一層コミュニティ活動が活発に行われることが期待されます。

　
島
根
デ
ザ
イ
ン
専
門
学
校
と
併

設
す
る
奥
出
雲
工
芸
房
の
卒
業
・

修
了
証
書
授
与
式
が
三
月
十
一
日

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
専
門
学
校
で
は
、
二
年
間

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
陶
芸
や
様
々

な
分
野
の
デ
ザ
イ
ン
技
術
を
学
ぶ

こ
と
が
で
き
、
全
国
か
ら
芸
術
の

道
を
志
す
学
生
が
集
ま
り
ま
す
。

　
式
で
は
、
卒
業
生
全
員
に
卒
業
・

修
了
証
書
が
授
与
さ
れ
た
後
、
小

林
学
校
長
の
式
辞
、
来
賓
を
代
表

し
岩
田
町
長
の
祝
辞
な
ど
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
卒
業
生
を
代
表
し
て
松
江
市
出

身
の
永
原
麻
衣
さ
ん
は
「
こ
の
地

で
学
ん
だ
こ
と
を
基
礎
に
、
こ
れ

か
ら
は
多
く
の
こ
と
に
挑
戦
し
が

ん
ば
っ
て
い
き
た
い
」
と
答
辞
を

述
べ
ま
し
た
。

　
卒
業
生
は
今
後
様
々
な
分
野
で
、

こ
の
学
校
で
学
ん
だ
知
識
、
技
術
、

セ
ン
ス
を
活
か
し
て
く
れ
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

答
辞
を
述
べ
る
永
原
さ
ん

▲

　島根県統計協会主催による第56回島根県統
計大会が、２月17日に松江市において開催さ
れました。
　この大会の席上で、長年の統計活動が評価
され、高尾富美さん（平成８年から通算９年
間で27回統計事務に従事）に県知事からの感
謝状が、水岩田仁さん（昭和55年から通算11
年間で11回統計事務に従事）に島根県統計協
会会長表彰がそれぞれ贈呈されました。

　この度、出雲広域農業共済組合仁多町支部
が島根県農業共済組合連合会から平成16年度
任意共済優秀地区として表彰されました。
　仁多町支部は、町の基幹産業である農業に
関わる建物、農機具などの共済事業の普及、
推進また地域の連帯感の向上など農業の振興、
発展に多
大の貢献
をされま
した。
おめでと
うござい
ます。


